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投
稿
規
定

（
１
）�

論
文
の
内
容
は
、
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
領
域
を
中
心
と
し
つ

つ
、
他
地
域
も
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
学
・
歴
史
・
思
想
・
民

俗
・
宗
教
・
芸
術
・
政
治
・
経
済
・
法
律
・
社
会
等
に
関
す
る
も
の

と
し
ま
す
。

（
２
）�

投
稿
資
格
は
、
本
学
の
専
任
及
び
非
常
勤
教
員
・
特
命
教
授
・
名
誉

教
授
・
客
員
教
授
・
研
究
員
・
客
員
研
究
員
・
助
手
（
非
常
勤
）、

研
究
所
の
企
画
・
活
動
に
参
与
し
た
研
究
者
、
並
び
に
編
集
委
員
会

が
認
め
た
者
と
し
ま
す
。

（
３
）�

原
稿
の
枚
数
は
、
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
六
〇
枚
前

後
と
し
ま
す
。
縦
書
き
、
横
書
き
は
問
い
ま
せ
ん
。（
掲
載
が
決
定

し
て
か
ら
二
週
間
以
内
に
印
刷
用
原
稿
を
電
子
媒
体
で
提
出
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
ま
す
。）

（
４
）�

投
稿
さ
れ
た
原
稿
は
、
編
集
委
員
会
が
最
終
的
な
採
否
の
決
定
を
し

ま
す
。

（
５
）�

執
筆
者
校
正
は
初
校
の
み
と
し
ま
す
。
な
お
、
校
正
段
階
で
の
大
幅

な
修
正
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
完
全
原
稿
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
大
幅
な
修
正
が
あ
っ
た
場
合
は
、
応
分
の
費
用
を
負
担
願
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。）

（
６
）�

各
執
筆
者
に
抜
き
刷
り
を
五
〇
部
及
び
本
誌
五
部
を
贈
呈
し
ま
す
。

な
お
、
抜
き
刷
り
増
刷
は
、
実
費
で
い
た
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
７
）�

本
誌
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
転
載
す
る
場
合
は
、
予
め
運
営
委
員
会

に
ご
一
報
の
上
、
出
版
物
を
一
部
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
に
ご

寄
贈
下
さ
い
。（「『
年
次
別
論
文
集
』
へ
の
掲
載
を
除
く
。）

（
８
）�

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
全
て
の
論
文
等
に
つ
い
て
は
、
原
稿
を
電
子
化

媒
体
に
よ
っ
て
複
製
、
公
開
し
、
公
衆
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
し
ま
す
。

（
９
）�

執
筆
要
領
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
研
究
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

編 

集 

後 

記

　

『
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
』
第
54
集
を
お
届
け
す
る
。
二
〇
二
三
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類
感
染
症
に
移
行
し
、
国
際
的
な
人
的
交
流
が
数

年
ぶ
り
に
活
発
に
な
っ
た
一
年
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
二
〇
二
二
年
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
続
き
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
地
区
を
支
配
す
る
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル

の
武
力
紛
争
が
勃
発
す
る
な
ど
、
国
際
情
勢
は
混
迷
を
深
め
て
い
る
。
学
内
に
目
を
転

じ
る
と
、
本
学
の
信
頼
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
研
究
に
関
す
る
不
正
行
為
の
疑
惑
が
持

ち
上
が
り
、
研
究
所
の
運
営
も
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
危
機
に
あ
っ
た
が
、
関
係
各
位
の

努
力
に
よ
り
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
年
度
の
主
な
活
動
を
報
告
す
る
。
ま
ず
は
、
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
陽
明
学

研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
め

多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
次
に
、
新
規
の
共
同
研
究
と
し
て
、
国
際
政
治

経
済
学
部
の
菊
地
宏
樹
講
師
が
代
表
を
務
め
る
プ
ロ
ジェク
ト
が
採
択
さ
れ
た
。ま
た
、こ
の

『
集
刊
』に
は
、二
編
の
研
究
論
文
、一
編
の
研
究
ノ
ー
ト
、
二
編
の
資
料
紹
介
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
海
外
交
流
は
未
だ
延
期
さ
れ
て
い
る
が
、
次
年
度
以
降
に
再
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
主
に
研
究
所
を
外
か
ら
眺
め
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、
突
如
と
し
て
所
長

に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
職
責
を
十
分
果
た
せ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、

こ
の
機
会
に
現
在
の
所
感
を
述
べ
る
。
研
究
所
が
漢
学
塾
二
松
学
舎
設
立
以
来
受
け
継

が
れ
て
き
た
漢
学
・
東
洋
学
の
発
展
に
貢
献
し
、
こ
れ
ら
の
分
野
が
本
学
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
中
核
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
し
か
し
今
後
は
、
人
文
科
学
に
限
ら

な
い
他
分
野
と
の
交
流
や
本
学
の
知
的
・
文
化
的
資
産
を
世
間
一
般
に
広
く
認
知
さ
せ

る
努
力
が
必
要
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
本
学
の
舎
長
で
あ
っ
た
渋
沢
栄

一
を
分
野
横
断
的
に
研
究
す
る
な
ど
、
江
戸
時
代
の
商
家
経
営
を
現
代
経
営
学
の
視
点

か
ら
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
る
菊
地
講
師
の
上
記
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
、
複
数

の
分
野
が
協
働
し
な
け
れ
ば
解
明
す
る
こ
と
が
難
し
い
問
題
を
探
究
す
る
な
ど
の
方
法

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
会
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
研
究
拠
点
を

研
究
所
内
に
設
置
し
、
他
分
野
と
の
連
携
を
強
化
す
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。�

（
岩
田
幸
訓
）




